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• 製品仕様

• 名称 ：Moo-del nano（モーデルナノ）

• 造形方式 ：熱溶解積方式(Fused Filament Fabrication)

• 本体サイズ ：縦208mm×横176mm×高さ382mm

• 外装 ：アルミ板

• 重量 ：2.6kg ※スプールホルダー除く

• フィラメント／サイズ：PLA、各1.75mm

• 最大造形サイズ ：直径80mm、高さ90mm

• ノズル径 ：0.4mm 

• 積層ピッチ ：0.2mm 推奨（最小50μμμμｍｍｍｍ）

• 対応OS ：Windows 7 以上、Mac OS X

• 対応ソフトウェア ：Repetier-Host、Slic3r

• 推奨造形速度推奨造形速度推奨造形速度推奨造形速度20mm/s20mm/s20mm/s20mm/s

※※※※ 推奨造形速度推奨造形速度推奨造形速度推奨造形速度よりよりよりより早早早早いいいい造形速度造形速度造形速度造形速度をををを指定指定指定指定したしたしたした際際際際のののの造形精度造形精度造形精度造形精度はははは保証出来保証出来保証出来保証出来ませんませんませんません

この度は3Dプリンター モーデル ナノ をお買い上げいただきまして

誠にありがとうございます。

3

株式会社アイツーアイ技研

〒135-0006 東京都江東区常盤1-
15-8 

TEL 03(6659)3416

FAX 03(6659)3418 

E-mail:webmaster@i2i-tech.com

http://www.i2i-tech.com



ごごごご使用使用使用使用まえにおまえにおまえにおまえにお読読読読みくださいみくださいみくださいみください。。。。

保証について

○各部品の保証期間はご購入後6ヶ月となります。ただし次の部品は保証対象外になります。（ヒーター、ノズル、PTFEチューブ）

○キットでのご購入の際は本体の保証はありません。

○商品には万全を期しておりますが、 万一部品が不足、 欠損していた場合は、 必ず組み立てを行う前にご連絡ください。

○初期不良対応はご購入後1ヶ月になります。

○保証期間内でも操作ミスで破損した場合には、有償修理となります。

○保証期間を過ぎた場合は、有償修理となります。（送料、交換費用は実費になります。）

○組立サービスをご利用した際、本体の保証期間は納品後3ヶ月となります。

以下の場合には当社は責任を負いかねます。

○取扱説明書に記載方法以外で操作した結果で起きた故障。

○取扱説明書に記載された方法以外で部品交換及び、補修した結果で故障した場合。

○操作ミスなどで発生した部品の損傷。

○造形以外の用途で使用した場合に起きた故障。

○通常の屋内使用環境想定外で発生した高温、多湿、浸水、その他、などで故障した場合。

※※※※ 注注注注1 1 1 1 最初最初最初最初にににに必必必必ずずずず下記下記下記下記ののののデータデータデータデータ（（（（GGGG----CodeCodeCodeCode））））ををををダウンロードダウンロードダウンロードダウンロードでしてでしてでしてでして出力出力出力出力テストテストテストテストをををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。

http://i2ihttp://i2ihttp://i2ihttp://i2i----tech.com//rabbittech.com//rabbittech.com//rabbittech.com//rabbit----delta.gcodedelta.gcodedelta.gcodedelta.gcode

※※※※ 注注注注1 3D1 3D1 3D1 3Dプリンタープリンタープリンタープリンターのののの取取取取りりりり扱扱扱扱いいいいによるによるによるによる人身事故人身事故人身事故人身事故、、、、財産損失財産損失財産損失財産損失にににに対対対対してしてしてして当社当社当社当社はははは一切一切一切一切のののの責任責任責任責任をををを負負負負いませんいませんいませんいません。。。。

※※※※ 注注注注2 2 2 2 本製品本製品本製品本製品をををを分解分解分解分解、、、、解析解析解析解析、、、、リバースエンジニアリングリバースエンジニアリングリバースエンジニアリングリバースエンジニアリング、、、、改造改造改造改造、、、、改変改変改変改変、、、、翻案翻案翻案翻案、、、、複製等複製等複製等複製等しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。
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安全安全安全安全におにおにおにお使使使使いいいい頂頂頂頂くためにくためにくためにくために必必必必ずおずおずおずお読読読読みみみみ下下下下さいさいさいさい

• 精密機械精密機械精密機械精密機械ですのでですのでですのでですので、、、、小小小小さなおさなおさなおさなお子子子子様様様様のののの手手手手にににに届届届届かないかないかないかない安定安定安定安定したしたしたした場所場所場所場所にににに設置設置設置設置してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。

• 高温多湿の場所、直射日光の強い場所や寒い場所では造形品質に影響が出ます。設置場所や環境にはご注意ください。

（エアコン等があり温度調整が可能な場所が前提です。）

• 傾斜や振動のある場所、ホコリやチリの多い環境でご使用は避けてください。

• 必ず本機付属のＡＣアダプタ、および電源ケーブルを使用して下さい

• ヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニット部部部部はははは高温高温高温高温にににになりますなりますなりますなります、、、、火傷火傷火傷火傷のおそれがありますのでのおそれがありますのでのおそれがありますのでのおそれがありますので、、、、冷却冷却冷却冷却がががが終終終終わるまでわるまでわるまでわるまで決決決決してしてしてして触触触触れないでくださいれないでくださいれないでくださいれないでください。。。。

• 造形中造形中造形中造形中やややや造形造形造形造形製作直後製作直後製作直後製作直後はははは、、、、高温高温高温高温のためのためのためのため、、、、プリンタープリンタープリンタープリンター内部内部内部内部とととと造形物造形物造形物造形物にはにはにはには触触触触らないでらないでらないでらないで下下下下さいさいさいさい。。。。

• 造形造形造形造形完了直後完了直後完了直後完了直後ははははヘッドヘッドヘッドヘッド部部部部がたいへんがたいへんがたいへんがたいへん高温高温高温高温になっていますになっていますになっていますになっています。。。。造形物造形物造形物造形物をををを取取取取りりりり出出出出すまですまですまですまで5555分以上放置分以上放置分以上放置分以上放置してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。

• 駆動駆動駆動駆動モーターモーターモーターモーターはははは高温高温高温高温になりますになりますになりますになります。。。。触触触触らないようにしてくださいらないようにしてくださいらないようにしてくださいらないようにしてください。。。。
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• 本製品本製品本製品本製品がががが動作中動作中動作中動作中のときはのときはのときはのときは目目目目のののの届届届届くくくく範囲範囲範囲範囲でごでごでごでご使用下使用下使用下使用下さいさいさいさい。。。。動作中動作中動作中動作中にににに放置放置放置放置はしないでくださいはしないでくださいはしないでくださいはしないでください。。。。

• ヘッドヘッドヘッドヘッド部部部部のののの冷却中冷却中冷却中冷却中ににににコンセントコンセントコンセントコンセントはははは決決決決してしてしてして抜抜抜抜かないでかないでかないでかないで下下下下さいさいさいさい。。。。故障故障故障故障のののの原因原因原因原因となりますとなりますとなりますとなります。。。。

• 事故を防ぐために、当説明書に書いていない方法で本機を使用しないで下さい。

• 本製品の近くに可燃物を置かないでください。

• 他他他他のののの3333ＤＤＤＤプリンタプリンタプリンタプリンタ用用用用にににに変換変換変換変換されているされているされているされているgcodegcodegcodegcodeをををを本製品本製品本製品本製品にてにてにてにて使用使用使用使用するとするとするとすると、、、、本製品本製品本製品本製品がががが壊壊壊壊れますれますれますれます。。。。

• X(左右方向)Y(前後方向)Z(テーブル上下方向)の3 軸共に原点検知スイッチを装備しています。電源を入れた後、原点復帰作業を行うことで機械内部の座標が確定し機械座標上のソフトウェア

リミットが有効になります。ソフト及びマイコン内部で温度の上限を決めていますが、パソコンの不具合・内部マイコンの故障等の場合は安全装置が効かなくなります。異常が確認できたら迷わず

電源を抜いて安全を確保してください。

• 3D プリンタに使用する材料のPLA は吸湿しやすいプラスチックです。使用後はスプールを本体から外し、密閉性のあるジッパー付き袋に入れ保管してください。

• ご使用していると振動などから、ネジが緩んでくる場合が有ります。定期的にメンテナンスをして頂くことをおすすめしますが、強く締めすぎると部品破損の可能性がございますので、ガタのない

程度の締め付けでお願いします。

• 通電中通電中通電中通電中ににににカバーカバーカバーカバーをををを開開開開けてけてけてけて修理等修理等修理等修理等するのはするのはするのはするのは大変危険大変危険大変危険大変危険ですのでおですのでおですのでおですのでお止止止止めめめめ下下下下さいさいさいさい。。。。

• 動作中動作中動作中動作中はははは可動部可動部可動部可動部にににに指指指指などがなどがなどがなどが挟挟挟挟まれるまれるまれるまれる恐恐恐恐れがありますれがありますれがありますれがあります、、、、十分十分十分十分にににに注意注意注意注意してごしてごしてごしてご使用下使用下使用下使用下さいさいさいさい。。。。

• プリンタープリンタープリンタープリンターからからからから発火発火発火発火、、、、発煙発煙発煙発煙、、、、異音等異音等異音等異音等がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合はははは、、、、直直直直ちにちにちにちに電線電線電線電線をををを抜抜抜抜ききききプリンタープリンタープリンタープリンターをををを停止停止停止停止させてさせてさせてさせて下下下下さいさいさいさい。。。。

• 本製品をご使用にならない時はコンセントを抜いて保管してください。



１１１１．．．．モーデルモーデルモーデルモーデル ナノナノナノナノのののの使用準備使用準備使用準備使用準備
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①①①①PCででででモーデルモーデルモーデルモーデル ナノナノナノナノをををを動動動動かすためのかすためのかすためのかすための橋渡橋渡橋渡橋渡しししし役役役役となるとなるとなるとなるドライバーソフトドライバーソフトドライバーソフトドライバーソフトををををPCににににインストールインストールインストールインストールしますしますしますします。。。。

・・・・本説明書の“２２２２．．．．ドライバードライバードライバードライバーののののインストールインストールインストールインストール ””””をををを参照参照参照参照してください。

②②②②PCででででモーデルモーデルモーデルモーデル ナノナノナノナノをををを動動動動かすためのかすためのかすためのかすための制御制御制御制御ソフトソフトソフトソフトををををPCににににインストールインストールインストールインストールしますしますしますします

・・・・本説明書の“３３３３．．．．コントロールソフトコントロールソフトコントロールソフトコントロールソフトののののインストールインストールインストールインストール ””””をををを参照参照参照参照してください。

③③③③PCととととモーデルモーデルモーデルモーデル ナノナノナノナノをををを接続接続接続接続しますしますしますします（（（（PCからからからからモーデルモーデルモーデルモーデル ナノナノナノナノがががが動動動動かせるかせるかせるかせる））））

・・・・本説明書の“３３３３．．．．コントロールソフトコントロールソフトコントロールソフトコントロールソフトののののインストールインストールインストールインストール ””””をををを参照参照参照参照してください。

④④④④制御制御制御制御ソフトソフトソフトソフトににににG-code（（（（3Dプリンタープリンタープリンタープリンターでどのようにでどのようにでどのようにでどのように立体立体立体立体をををを作作作作るかというるかというるかというるかというデーターデーターデーターデーター））））をををを読読読読みみみみ込込込込ませるとませるとませるとませるとプリントプリントプリントプリントがががが始始始始まるまるまるまる

・・・・本説明書の“5-1.プリンター制御ソフト（pronterface）を使用したプリント操作方法””””をををを参照参照参照参照してください。

7

モーデル ナノでプリントを行うまでの大まかな手順です。

①①①① GGGG----codecodecodecodeデータ（（（（3D3D3D3Dプリンタープリンタープリンタープリンターでどのようにでどのようにでどのようにでどのように立体立体立体立体をををを作作作作るかというるかというるかというるかというデータデータデータデータ））））を用意してSDカードに格納します。

・・・・GGGG----codecodecodecodeははははスライサーソフトスライサーソフトスライサーソフトスライサーソフトをををを使使使使ってってってって作成作成作成作成しますしますしますします。。。。

・・・・スライサーソフトスライサーソフトスライサーソフトスライサーソフトはははは付属付属付属付属しませんしませんしませんしません。（。（。（。（CuraCuraCuraCura 15.02.115.02.115.02.115.02.1のののの使用使用使用使用をををを推奨推奨推奨推奨しますしますしますします。）。）。）。）

・・・・スライサーソフトスライサーソフトスライサーソフトスライサーソフトのごのごのごのご使用方法使用方法使用方法使用方法にににに関関関関してはしてはしてはしてはスライサーソフトスライサーソフトスライサーソフトスライサーソフトのののの使用説明書使用説明書使用説明書使用説明書をををを参考参考参考参考にしてくださいにしてくださいにしてくださいにしてください。。。。

②②②② GGGG----codecodecodecodeデータを格納したSDカードをＬＣＤコントローラにセットして下さい。

③③③③ LCDLCDLCDLCDコントローラーコントローラーコントローラーコントローラーからプリントを指示します。

・・・・本説明書の“５５５５‐‐‐‐２２２２．．．．LCDLCDLCDLCDコントローラーコントローラーコントローラーコントローラーをををを使使使使ったったったったプリントプリントプリントプリント方法方法方法方法 ””””をををを参照参照参照参照してください。

■ＬＣＤコントローラのみでご使用の場合。

■パソコンからご使用の場合。



モーデル ナノを梱包から丁寧に取り出し、水平でがたつきのないテーブルに設置します。
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主要箇所主要箇所主要箇所主要箇所のののの名称名称名称名称
（製品改良のため現況と異なる場合には現況を優先いたします）

Z方向方向方向方向

X方向方向方向方向

Y方向方向方向方向

ヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニット

ヘッド/オブジェクト

冷却ファン

造形テーブル

Z軸調整ネジ

LCDコントローラー
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横側横側横側横側

フィーダーフィーダーフィーダーフィーダーととととヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットをををを合合合合わせてわせてわせてわせて

エクストルーダーエクストルーダーエクストルーダーエクストルーダーとととと呼呼呼呼びますびますびますびます。。。。

Z軸センサー

裏側裏側裏側裏側

フィーダーフィーダーフィーダーフィーダー

継ぎ手

シャフト

ヒーター

ヒートブロック

ノズル

フィラメント送りギヤ

フィーダーモーター

上側上側上側上側

駆動モーター



クリップクリップクリップクリップににににＰＴＦＥＰＴＦＥＰＴＦＥＰＴＦＥチューブチューブチューブチューブをををを取取取取りりりり付付付付けるけるけるける

10

１：ケーブルクリップを４箇所大凡均等

に配置します。

２：本体後ろからPTFEチューブを

ケーブルクリップに差込んでいきます。

（ケーブルの断線とPTFEチューブの

折れに気をつけてください。）

３：PTFEチューブをケーブルクリップを

通す度に長さ調節を行ってください。
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ＰＴＦＥＰＴＦＥＰＴＦＥＰＴＦＥチューブチューブチューブチューブをををを継継継継ぎぎぎぎ手手手手にににに取取取取りりりり付付付付けるけるけるける

４：PTFEチューブを4個のケーブルクリップに

通し終わりましたら、本体内側の

チューブ先端を「継ぎ手」に差込みます。

５：ケーブルとPTFEチューブの

調節を行ってください。

６：PTFEチューブの末端を外側の「継ぎ手」

に差込ます。



スプールホルダ-- をねじ込み取り付けます。

取り付け位置は写真の位置です。

12

スプールホルダースプールホルダースプールホルダースプールホルダーりりりり付付付付けけけけ



フィラメントを取り付けます。取り付け向きは写真のように

奥側からフィラメントが出てくる向きで行います。

13

フィラメントフィラメントフィラメントフィラメント取取取取りりりり付付付付けけけけ



PCととととモーデルモーデルモーデルモーデル ナノナノナノナノのののの接続接続接続接続およびおよびおよびおよび電源電源電源電源コードコードコードコードのののの接続接続接続接続

1.モーデル ナノに電源コードを接続し１００Vのコンセントにつなぎます。

2.モーデル ナノとPCを付属のUSBコードで接続します。

14



２２２２．．．．ドライバードライバードライバードライバーののののインストールインストールインストールインストール

（（（（LCDコントローラコントローラコントローラコントローラにてごにてごにてごにてご使用使用使用使用のののの際際際際はははは本体本体本体本体のみでものみでものみでものみでも使用可能使用可能使用可能使用可能ですですですです。）。）。）。）

15



Arduino用用用用ののののドライバドライバドライバドライバををををインストールインストールインストールインストールするするするする

１．PCで『Arduino』のホームページを開く

（http://www.arduino.cc/）

2.Downloadのタブをクリック

3.Arduino IDEのドライバを選択する

（OSによって異なります。使用しているOS

に対応したものを選択してください）

PCとプリンターを接続して使用するためにはPCにドライバーをインストールしておく必要があります。

その作業を行います。

16



17

『JUST DOWNLOAD』をクリックして、

ソフトのダウンロードを行い、

インストールを行ってください



３３３３.コントロールソフトコントロールソフトコントロールソフトコントロールソフトのインストール

（（（（LCDコントローラコントローラコントローラコントローラにてごにてごにてごにてご使用使用使用使用のののの際際際際はははは本体本体本体本体のみでものみでものみでものみでも使用可能使用可能使用可能使用可能ですですですです。）。）。）。）
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Pronterfaceののののインストールインストールインストールインストール方法方法方法方法

インターネットよりダウンロードします。

URL：http://koti.kapsi.fi/~kliment/printrun/

Windowsの場合はここをクリックしてダウンロードを

開始してください

Macの場合はここをクリックしてダウンロードを開始してください

矢印で指されているソフトが最新版となります

ダウンロード後、任意の場所でZipファイルを解凍してください。

（ダブルクリックではなく、右クリックして

「すべて展開」をクリックしてすべてを解凍します）

プリンターの機械そのものを動かすための制御ソフトとして【Pronterface】をPCにインストールします。

19



展開したフォルダをダブルクリックして開くと、下のようなファイルが入っています。

ここをクリックすると、Pronterfaceが起動します。

（ショートカットをデスクトップ上に作っておくと便利です）

20



Pronterfaceととととモーデルモーデルモーデルモーデル ナノナノナノナノをををを接続接続接続接続しますしますしますします

1、パソコンとモーデル ナノをUSBケーブルで接続します

2、パソコンを開き『Pronterface』を起動します

3、COMポートナンバーと接続速度『250000』を確認して

『Connect』をクリックしモーデル ナノと接続します。

接続が成功した場合、『Connect』が『Disconnect』となり

画面右側の枠が画像のように文字がたくさん表示されます

4、モーデル ナノ本体の電源をONにします。

モーデルモーデルモーデルモーデル ナノナノナノナノとのとのとのとの接続接続接続接続がががが上手上手上手上手くいかなかったくいかなかったくいかなかったくいかなかった場合場合場合場合

画面右側の枠が画像のように表示されます

何かの都合で通信がうまくいかずうまく接続できない場合がありますが

多くの場合故障ではありません

この場合、USBケーブルをパソコンから抜き、Pronterfaceをいったん終了し

上記1番から何度かやり直すことで接続できるようになります

21



４４４４．．．．フィラメントフィラメントフィラメントフィラメントののののセットセットセットセット

22



○ （写真①）本体後ろ赤丸です。

（写真②）フィーダーの2本のボルトをの青ラインのアルミの際から4mm程緩めてください。

（写真③）挿入するフィラメントの先を加工してください。

※フィラメントは先端をハサミで斜めにカットし、クセをとるように多少まっすぐにのばすと挿入しやすくなります。

23

① ②
③



24

• 挿入途中、奥まで入らず、引っかかる場合がございますが、故障ではござい

ません。その際、少し戻して押し込んで下さい。（フィラメントに少し力を掛けて

押し込むと入りやすいです。）

• ヘッドが正常で内部がきれいな状態の場合には上部ガイドの穴から奥まで

フィラメントが挿入できます。挿入できる長さが半分以下や、著しく短い場合

にはノズルの途中にフィラメントが詰まっている場合がございます。



ヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットののののアルミブロックアルミブロックアルミブロックアルミブロックはははは加熱時加熱時加熱時加熱時にはにはにはには200℃℃℃℃以上以上以上以上のののの高温高温高温高温になりますになりますになりますになります。。。。

ヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニット加熱時加熱時加熱時加熱時ににににアルミブロックアルミブロックアルミブロックアルミブロックにににに指指指指がががが触触触触れるとれるとれるとれると火傷火傷火傷火傷のののの恐恐恐恐れがありますのれがありますのれがありますのれがありますの

でででで十分十分十分十分にごにごにごにご注意注意注意注意くださいくださいくださいください。。。。
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１、ヘッドユニットを加熱するために温度を『190』 と入力します。

（▲ボタンで設定もできます）

＊最初に挿入されているテストフィラメントはPLAです。

PLA以外をお使いの場合にはそのフィラメントに最適な

溶解温度を入力します。

２、温度を指定したら『Set』をクリックしてヘッドユニットのヒーター

の加熱を開始します。

フィラメントフィラメントフィラメントフィラメントののののセットセットセットセット

ヒーターがONの状態では、設定値及びSetボタンがオレンジ色になります
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設定温度到達設定温度到達設定温度到達設定温度到達へのへのへのへの確認方法確認方法確認方法確認方法

ヘッドユニットの設定温度と現時点の温度はLCDコン

トローラーで確認することもできます（LCDコントロー

ラー付モデルの場合）

現在温度現在温度現在温度現在温度/設定温度設定温度設定温度設定温度

設定温度へ到達したかを確認するためには次の箇所でご確認いただけます

現在温度現在温度現在温度現在温度/設定温度設定温度設定温度設定温度

設定温度（ターゲット）

現在のヘッドユニットの温度

（2ヘッドモデルの場合EX0が左側の第一ヘッドユニット、EX1

が右側のヘッドを表します。Bedは成型テーブルの温度で

す）
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３、ヘッドユニットと成型テーブルの間を50mm程度確保

するためZの下の❿を数回押すなどしてヘッドユニットを

上方に動かします。

＊❿は1回押すと10㎜上昇するという意味です。

同様に1を押せば1mm、0.1を押せば0.1mm上昇します。

ヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットのののの上昇上昇上昇上昇

この隙間は入替えたフィラメントを交換後に新しいフィラメントを射出するための空間を

確保するために行います。

50㎜程度
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４、ヘッドユニットが設定温度まで上昇したのを確認し

『Reverse』 をクリックします。

フィラメント送りギヤが逆転しフィラメントがヘッドユニットか

ら抜け出てきます。（ヘッドユニットから抜けてくるまで何回

かクリックします）
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７、フィラメントを奥まで挿入したら『Extrude』をクリックします。

フィラメント送りギヤが回転しフィラメントをヘッドユニットの先端に押し込み、先端のヒーターで加熱さ

れて柔ら かくなったフィラメントがひも状に押し出されてきます。

新しいフィラメントフィラメントフィラメントフィラメントででででヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットのののの中中中中にににに残残残残っているっているっているっている前回前回前回前回ののののフィラメントフィラメントフィラメントフィラメントをすべて押し出します。

（10回位以上クリックして充分に射出して入れ替えてください。入れ替えが不十分な場合、ノズルの

詰まりの原因となります）
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８、充分に射出し、交換が終わったら、『Off』をクリックしてヒーターを停止します

（Offの状態では画像の様にOffが青くなります）

＊交換終了後には必ずヒーターをOFFにしてください。

ONのまま長時間放置しますとノズルが空焚きになりフィラメントが炭化してノズル詰まりの原因となります

ここまででここまででここまででここまでで交換作業交換作業交換作業交換作業はははは終了終了終了終了ですですですです。。。。

このこのこのこの後後後後プリントプリントプリントプリントをしないをしないをしないをしない場合場合場合場合にはいったんにはいったんにはいったんにはいったんプリンタープリンタープリンタープリンターのののの電源電源電源電源ををををOFFにしてにしてにしてにして終了終了終了終了しますしますしますします。。。。

設定温度は０になり、徐々に左の現在温度が下がっていきます
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５５５５．．．．モーデルモーデルモーデルモーデル ナノナノナノナノのののの基本的基本的基本的基本的なななな使使使使いいいい方方方方
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モーデルモーデルモーデルモーデル ナノナノナノナノのののの使使使使いいいい方方方方のののの基本的基本的基本的基本的なななな概念概念概念概念

１．まずは3DCADまたは3DCGソフトなどで３次元データーを作成し、STL形式で任意の

場所に保存します。

２． 3DCADまたは3DCGソフトなどで作成したSTLデーターをSimplyfy3dなどのスライ

サーソフトでG-code に変換します。

これで3Dプリンターを動かすためのデーターであるG-codeが用意できたことになりま

す。

ここまではPCとプリンターを接続していない状況でもできる作業です。

この後はG-codeを読み込ませ実際にプリントを行うわけですが、方法には次の3種類

があります。
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①Simplyfy3d等のスライサーで作成したG-codeをPCに保存し、PCとプリンターが接続

した状態で、PCにあるプリンター用制御ソフト（この場合には Pronterface ）にG-

codeを読み込ませPC上からPronterfaceでプリント操作を行います。

② Simplyfy3d等のスライサーで作成したG-codeをPCに保存せず、PCとプリンターが

接続された状態でSimplyfy3d等のスライサーに付属された制御機能を使ってダイレ

クトにプリント操作を行います。

③ Simplyfy3d等のスライサーで作成したG-codeをSDカードに保存し、そのSDカード

をプリンターに挿入し、PCとプリンターを接続しないままの状態でプリンター本体のコ

ントローラーでプリント操作を行います。

（スタンドアローン操作）

【【【【PCととととプリンタープリンタープリンタープリンターをををを接続接続接続接続したしたしたした状態状態状態状態でのでのでのでのプリントプリントプリントプリント方法方法方法方法】】】】

【【【【PCととととプリンタープリンタープリンタープリンターをををを接続接続接続接続しないしないしないしない状態状態状態状態でのでのでのでのプリントプリントプリントプリント方法方法方法方法】】】】
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そのままSimplyfy3d等のソフトを使っ

てプリント操作を行う場合

他のプリンター制御ソフト（pronterface等）

からプリントする場合、またはSDカードを

読み込ませスタンドアローン操作でプリン

トする場合

Simplyfy3dにある Print USB ボタンを

押すとプリンターが動き出しプリントが

始まります。

Simplyfy3dにある Prepare to Print ボタン

を押してPCの任意の場所にG-codeを保存し

ます。

PCと接続しないスタンドアローン操作の場合

には保存先にSDカードを選び保存します。

他のプリンター制御ソフト（pronterface

等）からプリントする場合

スタンドアローン操作の場合

他のプリンター制御ソフト（pronterface

等）を起動しG-codeを取り込み、プリン

トします。

プリンターのLCDコントローラーにSDカー

ドを挿入し、コントローラーでプリント操作

を行います。

①①①①

②②②②

③③③③
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上記3種類のどの方法でもプリントはできますがお勧めは①または③の方法です。

③の直接モーデル ナノ本体のLCDコントローラーにSDカードを挿入してプリントする場合

以外にはPC上にあるプリンター制御ソフトにG-codeを読み込ませるわけですが、①のプ

リンター制御ソフト単体に読み込ませる場合と②のスライサーソフトに付属されたプリン

ター制御機能に読み込ませる2通りの方法があります。

②のようにスライサーソフトに付属のプリンター制御機能を使う場合、プリント中はその

スライサーソフトで次にプリントする予定の新たなG-codeを作るなどの本来のスライサー

ソフトとしての機能を同時に使うことはできません。

ですので、G-codeを作成するなどの作業はスライサーソフトで行い、G-codeを読み込ま

せプリントを行う操作はPronterfaceなどの制御ソフトで行う、またはSDカードを使ってプリ

ンター本体で操作を行ういう各作業を切り分けた使い方の方が便利です。

③の直接モーデル ナノに読み込ませる方法もありますが、初めての方に直感的に一番

わかりやすいのはPC上から操作する①の方法だと思います。

ここでは最も基本的な使い方である①の場合について説明します。
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5-1.プリンター制御ソフト

（pronterface）を使用したプリント

操作方法
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制御制御制御制御ソフトソフトソフトソフト単体単体単体単体ににににG-codeデータデータデータデータをををを取取取取りりりり込込込込んでんでんでんでプリントプリントプリントプリントするするするする方法方法方法方法

1、 Pronterfaceを起動して、モーデル ナノと接続します。

（接続後モーデル ナノ本体の電源ON）

2、 『Load file』のアイコンをクリックします。

3、任意のダイアログボックスからプリントしたいG-code

ファイルを選択し取り込みます。

6、ヒーターが加熱を開始し、設定温度に達するとプリン

トが開始されます。

4、取り込まれると左下のようにモデル形状が表示されます。

5、『Print』のアイコンをクリックします。

パソコンをシャットダウンしたり、スリープモードに入った場合など、

USBからの転送が止まると、プリントも停止します。プリント中は電

源が切れないような設定に変更してください
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プリントが開始されます。

プリント途中
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プリントが正常に終了した場合には自動的にヘッドユニットおよび成型テーブルの加熱状態

が終わりヘッドユニットが写真の位置に自動的に戻り待機状態になります。

（本体内部の基盤の冷却用ファンが回っている状態でファンの回転音がしている状態で待

機になりますが、正常な状態です）

このまま終了するときは本体の電源を抜いてください。

造形物を取り出す場合には『Yホーム』ボタ

ンを押すとテーブルが手前に出てきて取り

出しやすくなります

造形物をテーブルから外す時は造形物が冷めてから千枚通しや皮スキを造形物の下に

ゆっくり差し込んで外してください。
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プリントプリントプリントプリントをををを途中途中途中途中でででで中止中止中止中止するするするする方法方法方法方法

1、『Pause』のアイコンをクリックします。少しするとプリントが止まります

2、Z軸の❿をクリックする

（プリントされた造形物からヘッドユニットを離すため）

3、『Reset』のアイコンをクリックします。

プリントを開始したが思うようにいかなかった場合や途中で作るものを変える時など何らかの

都合で途中でプリントを中止したい場合の方法です。

『はい』をクリックします。
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きちんと停止した場合には右の枠が右下図のように表示されます。

左下図のように表示され一度で停止しない場合には正しい表示がされるまで何度か

『Reset』を押してください。

（Pauseの段階ではヒーターは停止しないので、ここで加熱が停止されます。）
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3DCADや3DCGで作成したデーターは3Dプリンターを動かすために作られたデーターではないため、そのま

までは3Dプリンターに読み込ませて動かすことはできません。

そこで3Dプリンターが読み込めるデーターに変換する必要があります。ここで変換されたデータを『『『『G-code』』』』

と呼びます。

G-codeがなくては3Dプリンターは動きません。

3DCADや3DCGで作成したデーターを3Dプリンターを動かすためのデーターに変換するためのソフトを総称

してスライサーソフトと呼びます。

3DCADや3DCGで作成したデーターは単なる立体データーですので、３Dプリンターで造形用の材料を

『○○℃で溶かす』とか『プリントする速度はどれくらいにする』とか、プリンターそのもののを動かすための

指示は含まれていません。

そのような3Dプリンターをどのように動かすのかについての諸条件を決めるのがスライサーソフトです。

スライサーソフトで決められた条件と指示通りにプリンターが動いて溶けた樹脂を積層して立体物を

作り出します。

よって、スライサーソフトで自分が設定した各種設定項目の内容次第で造形物の出来映えが変わります。

スライサーソフトは世界中に有償、無償、様々なものがありますが、どれを使用してもかまいません。

スライサーソフトスライサーソフトスライサーソフトスライサーソフトとはとはとはとは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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５-２. LCDLCDLCDLCDコントローラーコントローラーコントローラーコントローラーをををを使使使使ったったったった

プリントプリントプリントプリント方法方法方法方法
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LCDモデルの場合にはSDカードを挿入することでPCと接続しなくてもプリントを行うことができます。

このノブを1回づつ押すと1階層づつ下

の改装の画面表示になり、

各階層でノブを回すことで任意の設定

項目を選び、選んだ状態でノブを押すと

再び選択ができます。

各設定項目の指示内容は次のページに

記載がありますので参考にしてください。

45

※※※※ SDカードカードカードカードはははは正面正面正面正面からからからから見見見見ててててＳＤＳＤＳＤＳＤカードカードカードカードのののの裏面裏面裏面裏面をををを前前前前にしてにしてにしてにして挿入挿入挿入挿入しますしますしますします。。。。
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①コントローラーにSDカードを挿入します

②ノブを1回押して『Print from SD』を選択

③表示されたG-codeファイル名からプリントするファイルを選

択してノブを押すとヒーターが過熱し始め、設定温度に達する

とプリントが始まります。

LCDコントローラーコントローラーコントローラーコントローラーをををを使使使使ったったったったプリントプリントプリントプリント方法方法方法方法のののの概略概略概略概略

最後までプリントが終わるとそのまま自動的に終了し、ヒーターの加熱が終わり、ヘッドユニットが自動的

に所定の位置に戻ります。

【強制的に途中で終了させる場合】

①ノブを1回押して『Stop Print』を選択し、ノブを押します。プリントが終了します。

②『Prepare』を選択しノブを１回押して『Cool down』を選択しノブを押します。これによりヒーターの加熱

が終了します。

＊最後までプリントした場合には自動でヒーターの加熱が終わりますが、途中で終了させた場合にはプ

リント動作そのものは終了しますがヒーターは加熱したままの状態が続きます。そのまま放置しますと

ヘッドユニットが空焚きになりノズル詰まりを起こしたりヘッドが損傷してしまいますので、強制的にプリ

ントを中止した場合には必ずクールダウン操作を行ってヒーターの加熱を終わらせてください。最重要

内容ですので忘れずに行ってください。

④『Prepare』から『Move Axis』を選択し『Move 1mm』を選択。『Move Z』を選択しノブを１～２周右に回し

てヘッドユニットを上昇させて造形物から引き離して終了です。
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６６６６．．．．ヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットとととと成型成型成型成型テーブルテーブルテーブルテーブルのののの

適切適切適切適切ななななクリアランスクリアランスクリアランスクリアランス（（（（間隔間隔間隔間隔））））についてについてについてについて
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ヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットとととと成型成型成型成型テーブルテーブルテーブルテーブルのののの適切適切適切適切ななななクリアランスクリアランスクリアランスクリアランスについてについてについてについて

３Dプリンターのトラブルで従来から多いのが

①ノズルの詰まり ②造形物が成型テーブルにうまく付着しない（剥がれてしまう） この２点です。

モーデル ナノは成型テーブルの水平精度に優れているため、一度調整してしまうと成型テーブル

に付着しないという問題は非常に少ないのですが、ヘッドユニットと成型テーブルのクリアランスが

適切でない場合、ノズル詰まりの原因に

なることが多いので下記を参考に適切に調整してください。

ヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットとととと成型成型成型成型テーブルテーブルテーブルテーブルのののの隙間隙間隙間隙間がががが適切適切適切適切なななな場合場合場合場合

ヘッドユニットのノズルの穴径は標準で0.4㎜です。フィ

ラメントはノズルの先端から直径0.4㎜の●形で射出さ

れます。

ノズルと成型テーブルのクリアランス（隙間）はZ軸の

ホームポジション時に0.1㎜位（コピー用紙1枚程度）が

最適ですが、適切に調整されている場合はフィラメント

が適度な圧力でテーブルに押し付けられてよく接着し

右のようなフィラメントの潰れ具合になります。

＊写真は積層ピッチ0.2㎜の場合
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ヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットとととと成型成型成型成型テーブルテーブルテーブルテーブルのののの隙間隙間隙間隙間がががが極端極端極端極端にににに空空空空きすぎているきすぎているきすぎているきすぎている（（（（広広広広すぎるすぎるすぎるすぎる））））場合場合場合場合

ヘッドユニットのノズルと成型テーブル

の隙間が極端に広くなってしまった場合

には、射出されたフィラメントが潰されな

いのでフィラメントがこのような状態にな

ります。

この状態ではテーブルにフィラメントが

押し付けられていないのですぐに剥が

れてしまいますので、造形はできません。
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ヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットとととと成型成型成型成型テーブルテーブルテーブルテーブルのののの隙間隙間隙間隙間がががが空空空空きすぎているきすぎているきすぎているきすぎている（（（（広広広広すぎるすぎるすぎるすぎる））））場合場合場合場合

ヘッドユニットのノズルと成型テーブル

の隙間が広いため、射出されたフィラメ

ントが押し付けられ、つぶされにくく、

フィラメントが少し丸みを帯びた（断面が

円形）状態で射出されます。

この状態で、隙間はギリギリといったと

ころです。

これ以上広くなるとテーブルに付着しに

くくなったり、プリント途中ではがれやす

くなります。

51



ヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットヘッドユニットとととと成型成型成型成型テーブルテーブルテーブルテーブルのののの隙間隙間隙間隙間がががが少少少少なすぎるなすぎるなすぎるなすぎる（（（（狭狭狭狭すぎるすぎるすぎるすぎる））））場合場合場合場合

ヘッドユニットのノズルと成型テーブル

の隙間が狭くなりすぎた場合には、フィ

ラメントがかなり潰された状態で厚みも

透けるように薄くなります。

この状態ではヘッドユニットの上からは

どんどんフィラメントが送りこまれてきま

すが、成型テーブルとヘッドユニットの

間にフィラメントが出ていく隙間が足りな

いため、行き場を失ったフィラメントがノ

ズルの中を逆流しノズル詰まりの大き

な原因となります。

この状態になるとエクストルーダーから

『カツ・カツ・カツ・・・・』と音がし始めフィ

ラメント送りギヤが空転します。

『カツ・カツ・カツ・・・・・』と音がしたらす

ぐにプリントを停止し、ヘッドユニットと成

型テーブルの隙間を再調整してください。
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そのまま使用し続けるとすぐにノズルが詰まって

しまいます。

『カツ・カツ・カツ・・・・・』はヘッドユニットとノズル

の隙間が狭すぎるという合図ですので注意してく

ださい。

隙間を調整する場合には、いったんエクストルー

ダー全体を50㎜ほど上昇させて、ヘッドユニット

を１０℃ほど高めの温度で十分に加熱し、フィラ

メントを少し引き戻し（Revers)、ノズル内の内圧を

下げてから、再度ゆっくりと射出（extude）を何度

か行い、『カツ・カツ・カツ・・・』と音がせず順調に

フィラメントが射出することを確認できれば再度

プリントが可能です。（多めにフィラメントを射出し

てください。）

この作業を行っても『カツ・カツ・カツ・・・』とする

場合にはノズルが詰まっている可能性が高いの

でそのまま使用せず、つまりを除去する作業が

必要となります。

エクストルーダー

このギヤが空回り気味に

なり『カツ・カツ』します

この状態よりもさらに多くい射出した方がよいです

53



ヘッドユニットと造形テーブルの隙間を調節する場合

は、

「テーブル」に着いている「Ｚ軸調節ネジ」で微調整を

行ってください。

適切なヘッドユニットと成型テーブルのクリアランスは

0.1㎜程度ですので、調整する範囲は0.1㎜以下です。

添付されているイエローテープ（マスキングテープ）の

厚みが約0.1㎜程度ですので、プリント時のヘッドユ

ニットと成型テーブルのクリアランスはこのマスキング

テープ程度ということになります。

＊必ずマスキングテープを成型テーブルに張り造形を

行ってください。（成型テーブルはアクリルです）

出荷時調整は、マスキングテープを使用した高さに

合わせてあります。

調整ネジ
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Appendix ．．．． Cura 15.02.1の設定に関して

• Machine 
setting

• Basic

• Advanced

必ず20にして下さい


